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　ボハラは1220母，チンギス・ハPtンの西域遠柾によって破壊されたが，約10銀面の

オゴダイ・ハーンの初期には若日の繁栄をとりもどしたといわれる。しかるにこのオア

シス都市においては貧欝の差がはなはだしく，社会的不安定が醸成されたのに謡えて，

ボハラ城市とその附近に散在する村落オアシスとの関係も対立的であった。ボハラのモ

ンゴル支配初期の情況は明かでないが，中四人Chonksan　T盃ifゴ）と西域入財政家とし

て有名なM的mad　Yalaw26i2）とその子Mas’itd　Begが治めていた。このボハラと

その周辺の小オアシスとの対立の原因ははっきりしないが，おそらくはこの地方におけ

る大土地所有，不在地主制にもとつくものではないかと推測される。それはともかくと

して，このような対立関係の一つの現れが，Tarabl叛乱3）であった。

　ボハラから12kmばかり離れたところにTarabという小オアシスがある。この村

の餓職人にMabmUdというものがあり，奇怪な術を使い，予雷や透視や病気の治療

を行なって，民衆の帰依をえた。こうして近隣に勢力を扶憂したので，ついにボハラ総

督をしていた繭記のマスーード・ペックも看過することができなくなり，マフムPtドを欺

いてボハラに招致して処刑しようとした。ところがこの術師はその裏をかいて，多数の

帰依者を率いてボハラに入り，この都甫のイスマイリや派，スーフィ派や貧民の大歓迎

を受けた。やがてマスード・ペックはモンゴル兵の来援を乞い，マフムーードの一党と戦

った。その第一戦にモンゴル軍は敗退したが，マフムー・ド肉身も乱戦のうちに行方：不明

になった。まもなくモンゴル軍は勢いを盛りかえして来襲し，叛徒を敗り，ボハラに入

城し，市民を漿殺，婦女子を奴隷として捕え，市衝を滅岬しょうとした。マkドはこ

の無益，残忍な処置に強く反対したので，辛うじてボハラは再度の破壊から免るるをえ

た。これは1238年4）のことであった。

　元代の史料には元朝以外のモンゴル領域に関するものは極めて蓼々たる次第である。

モンゴル蒋代中央アジア史においてタラビの叛乱として知られるこの事件もペルシア史

家5＞によって記述されているが，「元史」には金く見出されない。ところが「元典章」
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（瀦出納19）の「禁圃團抹殺羊倣速納」にはこのタラビ叛乱に関する一条が見える。この

条は至元16年エ2月24日（1280奪1月27EII）のH附のあるいわゆるモンゴル語薗訳

体であるが，その文章には錯乱，誤写があって読み難い箇所もある。この一文はムスリ

ムが異教徒の屠殺した羊肉をタブーとする習慣を禁止したものである。つぎにタラビ叛

乱に関する部分のみを摘記して謙訳，注釈を加えてみたい。

　　………這聖心行，至恰牢皇帝暗節，滅後従貴由皇膏面掛，爲俺生的不及祖宗，訳詞

　　了上，不花刺地面裏，答刺必・八八刺・達魯沙一呵約，這的毎起ダ心上，自被詠

　　鐵，定論鼠害了人來，自後必闇赤饗甫丁，陰陽人忽撒木丁，i婆蹴（凍文木に作る）丁

　　也趨ダ心上，被旭烈大王民謡，交織【酬亘1毎吃本朝之食，一眠出木速合文字，興將來，

　　部蒔節合省晦，是來，爲不曽省上，有八晃瓦納又ダ尋思來呵，被（上の2字，懸文で

　　は前後顛倒）不合大王詠了，油類節也不省得………

　この文章を謙訳するまえに，文中の固有名詞，難解なことばに説開を与えておきた

い。

恰奪皇帝

　　「元典章」ではチンギス・ハーンはだいたい成吉思皇帝となっており，オゴダィ・

　ハ・・一ンは合輩皇膏，時には恰輩皇帝と記されている。

不花刺

　　BukharEの対音であることはいうまでもなく，「元史」も嗣様である。

答刺必

　　Tarabiの対音。ペルシア史i家の記事でこの叛乱を記している部分では，恩師マフ

　ムードを指している。

八八蝿

　　「元三j紀2，表3，4にこの名が見える。西方に封ぜられた諸王である。この名

　はおそらくはモンゴル名ではなかろう。ここではいうまでもなく同名の西域人であ

　る。

達魯沙

　　「元高」に倒刺沙として冤える有名な西域人と醐名。

一i呵的

　　これはおそらく人名ではあるまい。Isma℃iyaを指すi恥adの対音かも知れな

　い。イルハードは異端を意味する。本文では「ババラ，ダルシャなど異端ども」とい

　うように解すべきであろう。
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必闇赤實甫丁

　　必闇赤はもちろんモンゴル語bi6圭k6iで書記のこと。饗甫丁はSayyid－udd至n．

忽撒木T

　　Hasan－uddin．

三木三

　　萎四丁の木は前の忽撒四丁につられて誤ったものだろう。尤が正しいと思われる。

　「元！史」に屡．註する萎尤1丁と同名である。餐はmai，　moであるが「旧史」などでは

　たとえばIsma竃を掲思萎璽ど‘3：している。愛舵∫はおそらくMu。izz－uddinの

　対音であろう。

旭烈大三旺・：不舎大王

　　旭烈大三EはHttlegtt　Qanで「元史」には旭烈兀，旭烈，富里兀等と見える。：不合

　大王はBUqa　Qanで旧史は不花と勾：す。大三1三とある以上宗室であるが，フラグと

　かブハという名酋はモンゴル語ではきわめて普通の名で，宗室だけでもいくつも算え

　ることができる。その上にこまったことには，合田島烈Qara　HttlegU　をただ1〔琶烈

　とのみ写している場合もある。また岡様に不合（論詰）の形容詞として二二，合刺，

　帖木兇，乞都等を附したものが兇出される。それで本文の高曇大王，不合大王がはた

　してどのフラグ，どのブハに当るかを決定しなければならない。タラビ叛乱の年は異

　伝もあるが，1238年のほうが正しいと考えられる。そうするとその醜後に中央アジ

　ァに幸していた人としてはチャガタイ統の諸王である可能性が多い6従ってここのフ

　ラグはチャガタ’イの孫のQara　Httlegifであると考えられる。もっとも後にイル・

　バーーンになったトルイ統のフラグの可能性も存在するし，不念大三ECv　Ariq　BU⑫に

　比定する可能牲もありうる。あるいは本文の後半がタラビ叛乱から絹当後に起きた事

　件とすると，チャガタイ統のTlmir　Bifqti（BgqゑTimUr）かも知れない。

木速合文字

　　これはmusk：a（muski）の対音にちがいない。もともとギリシア語からきたアラ

　ビァ語で，二丁特にメmディ作醜の意味に硬われるようになったらしい。ここではお

　そらくは祈藤文のことかと思われる。

八晃瓦納

　　これはBarwanaの対音で人名であろう。脅弩出のmus痘，　muskaのように語尾

　のiをaにする鰯はすくなくない。たとえばllazfiri，　Hazaraもそれである。従っ

　てBarwani，　Barwanaもありうる。
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　以上で語解をしたから，上の鷹訳体の融訳を試みよう。

　　………この詔を行なってオゴダィ・ハt一一一ンの時代にいたったが，　それから後グユ

　　ク・ハーン以来は先祖に及ばず，規律がゆるくなったので，ボハラ地方でタラビ，

　　ババラ，ダルシャなどの悪党どもがわるい心を起こしたので処刑され，その上，多

　　くの人々が連累して殺された。その後，書記のサィード・ウッデ（ン，占師のハサ

　　ン・ウッデdン，ムイッズ・ウッディンなどもまた悪心をいだいたので，フラグ・

　　ハーンに処刑され，ムスリムたちもモンゴル流の食物をたべるようにさせられた。

　　また祈錯文を訳してムスリムたちに与えた。ところがその時，反省すればよかった

　　のに，そうしなかったために，バルワナもまた悪心を起こし，ブハ・ハーンに処．崩

　　された。その聴，及冷しなかったわけである………

前ロ）「この詔」というのは，ムスリムに対して食：習慣をモンゴル式にさせるという命令

である。具体的にいえば，異教徒の手によって熔殺されたヒツジを汚れたとして食べな

いイスラムの禁忌をやめよという意味のものである。ここでは：食習慣上の禁忌はシンボ

リックなもので，モンゴル皇帝の命令に違反したことを指していることは開らかであ

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆者は京都大学入文科学研頓田教授）
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